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三井不動産グループでは、ロゴマークの「＆」に象徴される
「共生・共存」「多様な価値観の連繋」「持続可能な社会の実現」の理念のもと、
グループビジョンに「&EARTH」を掲げています。街づくりを通して、
人と地球がともに豊かになる社会に向けた取り組みをお届けしてまいります。
今回のテーマは、三井不動産が国内各地で取り組む空港運営事業。
三井不動産は、地元企業・在京企業・国・自治体等、様々なステークホルダーと
協力しながら、魅力的な空港づくりに取り組み、地域社会への貢献を目指しています。
プロジェクトに携わる人々へのインタビューも交えながら、
世界と地域にひらかれ、未来につながる「世界で一番居心地のいい空港」づくりの
取り組みをご紹介します。

三井不動産が手掛ける
空港運営事業

「地域にひらかれた空港」
を目指して～阿蘇くまも
と空港の取り組み～

多様なメンバーが知恵を
持ち寄り
地域に愛される「唯一無
二の空港」をつくる

阿蘇くまもと空港
PPAモデルでの発電設備
導入
広島空港
国内空港最大級の発電
容量を持つ太陽光発電
設備を設置
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阿蘇くまもと空港外観
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三井不動産が手掛ける
空港運営事業

なぜ三井不動産が空港を？
強みを活かした空港運営とは
不動産会社が空港の運営に携わることを、不思議に思われるかもし
れません。しかし実は、空港は大規模な複合施設の一種であると言
えます。旅行を楽しむ場所でもあり、お買い物を楽しむ場所でもあ
り、働く人のための施設でもあり、物流の拠点でもあります。すなわ
ち、その運営には、三井不動産が長年手掛けてきた「ミクストユース
の街づくり」に近いものがあります。
三井不動産では、空港の運営においても「街づくり」と同様、地域全
体への貢献に事業の大きな意義があると考えています。空港を単な
る交通施設と捉えるのではなく、地域の魅力を世界に伝え、暮らし
をより快適にする場と捉えることで、地域社会のサステナビリティ
向上につなげます。今後も地域の皆様と密に連携しながら、より良
い未来を築く空港運営を続けてまいります。

三井不動産では2020年より、民間委託（コンセッション）方式を活用した空港運営事業に参画しています。地域と共に成長し、地域社会
の活性化に貢献する空港を目指して、地域の様々なステークホルダーと手を取り合いながら運営を進めてまいりました。以下に、三井不動
産が運営に携わる日本各地の空港を紹介します。

阿蘇くまもと空港

広島空港

北海道7空港

稚内空港

女満別空港

釧路空港
帯広空港

函館空港

新千歳空港

旭川空港

住宅

オフィス

商業
施設

ホテル
リゾート

物流
施設

空港運営事業

既存事業のノウハウ活用既存事業のノウハウ活用

交流人口の拡大
地域活性化

交流人口の拡大
地域活性化
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2016年の熊本地震による被害を乗り越え、2023年3月23日、国内線・国際線一
体型の新旅客ターミナルビルが竣工。「世界と地域にひらかれた九州セントラル
ゲートウェイ」として生まれ変わりました。
空港を単なる交通施設を超えた「世界と地域をつなぐ交流拠点」と捉え、世界との
往来の玄関口であるとともに、地域の人々にも開かれた空港を目指し、2024年に
オープンする2期開業エリアでは、地域の魅力を体感できる様々なイベントを開催
できる広場も整備していく予定です。
また、「世界で一番居心地のいい空港」を目指し、世界と往来する航空旅客にとっ
ても過ごしやすい環境を実現。保安検査後に滞在できるエリアを大幅拡張し、搭
乗直前まで時間を気にせず楽しめる「滞在型ゲートラウンジ」を導入しました。旅
の最後のひとときまで、ゆったりと熊本滞在を楽しめる空港となっています。ま
た、短時間かつストレスフリーに搭乗手続きができるよう、セルフチェックイン機
器やスマートレーン等、最新鋭のファストトラベル機器も導入しました。

阿蘇くまもと空港

中国・四国の中心に位置する広島空港。国際線の誘致や二次交通網の充実、広域
観光促進などに取り組み、多角的にアップデートを進めています。
中四国、瀬戸内・山陰エリアの魅力を国内外に発信し、人やモノの流れを呼び込む
ことにより、単なる移動の拠点を超えた、世界中から中四国、瀬戸内・山陰エリア
へいらっしゃる人々の「感動の拠点」へと進化させます。地域の発展に尽くし、地域
とともに成長していくことをミッションとして、広島はもちろん、中国・四国地方全
体の持続的成長に貢献する「圧倒的No.1ゲートウェイ」への進化を目指します。

広島空港

北海道エリアでは、道内にある全13空港のうち、新千歳・稚内・釧路・函館・旭川・
帯広・女満別の7空港をコンセッションしています。
北海道では、旅客規模や収益が札幌周辺に偏ってしまうことが課題となっていま
す。そこで、広い道内に散らばる空港をまとめて運営することにより、各空港の役
割を明確化し、エリアの個性を活かした運営をねらいます。二次交通網の拡充に
も取り組みながらエリアごとの多彩な魅力を伝え、豊富な観光資源を活かして北
海道全体の地域経済活性化を目指します。

北海道7空港

広島空港の外観

新千歳空港の外観

阿蘇くまもと空港の外観
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2023年3月に新ターミナルビルがオープンした阿蘇くまもと空港。世界にも地域にもひらかれた空港を目指して、プロジェクトが推進
されてきました。ここでは、地域の魅力を世界の人々に伝え、地域全体の活性化に貢献するための阿蘇くまもと空港の取り組みをご紹介
します。

「地域にひらかれた空港」を目指して
～阿蘇くまもと空港の取り組み～

熊本地震からの創造的復興のシンボルとして
2016年に発生した熊本地震は、地域に甚大な被害を与えました。震度7の揺れが同じ地域
を立て続けに2回襲う前代未聞の災害で、とりわけ天下の堅城である熊本城の損傷は、多
くの人に衝撃を与えました。
この大地震からの復興にあたって、重視されてきた考え方の一つが「創造的復興」です。創
造的復興とは、地域を単に地震の前の姿に戻すだけでなく、より良い状態にする復興を指
します。
地域にとっての「空の玄関口」である阿蘇くまもと空港の再整備は、熊本県が創造的復興
に向けて掲げた大きなミッションの一つでした。「創造的復興のシンボル」としての新ター
ミナルビルの建て替えと、交流人口（空港利用者）の拡大を進めるために、国は民間委託
（コンセッション）方式を採用。三井不動産を代表とする民間11社のコンソーシアムが空港
の経営計画を提案のうえ、プロジェクトに参画することとなりました。

世界と地域をつなぐ空港へ
ターミナルビルの建て替えにあたって、構造・設備の強靭化による安全安心の提供が求め
られたのはもちろんですが、それに並ぶ大きな目標として、空港を通じた交流人口の拡大
と地域活性化の実現がありました。
そこで阿蘇くまもと空港の新ターミナルビルでは、世界の玄関口にふさわしい最新鋭の
ターミナルビルをつくることと、飛行機で熊本を訪れる人々だけでなく、地域に住む人々に
もひらかれた空港計画をデザイン。日常にも非日常にも居心地の良い環境を整備し、各種
イベントの開催が可能な「にぎわい広場」を設けるなど、世界の人々と地域の人々がどちら
も楽しめる空間を実現します。(※にぎわい広場は、2024年にオープン予定)

搭乗直前までお買い物を楽しめる“滞在型ゲートラウンジ"

記念式典の様子

にぎわい広場（イメージ）
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魅力ある地域のアイデンティティを表現
阿蘇くまもと空港の外観・内装は熊本城をデザインモチーフとして設計され、熊本城の黒
漆や漆喰、石垣、そして阿蘇の火山岩など、地域を象徴する素材をイメージさせるデザイン
になっているほか、熊本や九州の木材もふんだんに使用されています。
こういった素材をモダンなデザインで表現することにより、魅力あふれる地域のアイデン
ティティがいっそう広く伝わるよう工夫しています。

阿蘇くまもと空港の新ターミナルビ
ルに、地域の魅力を発信するアンテナ
ショップ「QSHU HUB」が誕生しまし
た。単に地域の良品を取り扱うだけの
お店ではありません。地域の生産者さ
んや自治体の方々が区画をレンタル
して、自らこだわりの商品や地域の魅
力を発信するスペースです。
「QSHU HUB」では、地域の方々がご
自身で店頭に立ち、お客様とのリアル
なコミュニケーションを図ることが
できます。店頭でのやりとりを通じ
て、お客様はまだ知られていない地域
の名品や、それを造る人の想いに触れ
ることができます。そして生産者の側
は、地域の外から来た人々のニーズを
直接受け取り、今後のものづくりや発
信につなげていけるのです。
お店を運営する私たち自身も、商品の
持つストーリーやつくり手の想いを

旅の最後に、地域の魅力を再発見
またここに来たくなるアンテナショップ「QSHU HUB」

株式会社さとゆめ
代表取締役  嶋田俊平
［プロフィール］
京都大学大学院農学研究科森林科学専
攻修了。大学院修了後、環境系シンクタ
ンクに入社、新規部署「持続可能環境・
社会研究センター」の立上げに参画し、
地域資源を活用したコミュニティ・ビ
ジネスの事業計画立案等に従事。2013
年に株式会社さとゆめを設立。「ふるさ
との夢をかたちに」をミッションに、地
方創生の戦略策定から商品開発・販路
開拓、店舗の立上げ・集客支援、観光事
業の運営まで、一気通貫で地域に伴走
する事業プロデュース、コンサルティ
ングを実践。

伝えることに力を入れています。カメ
ラマンやライターのチームで地域を
訪れ、生産者さんたちの話をお聞きし
て、より良い「QSHU HUB」のあり方
を日々考え続けています。
阿蘇くまもと空港の搭乗ゲートの直
前に位置する「QSHU HUB」は、九州
を訪れた方々が、旅の最後に訪れる場
所でもあります。ここでもう一度、熊
本や九州のあたたかい魅力を感じて
もらい、また訪れたいと思ってもらえ
たら嬉しいですね。

地域の方々を紹介するポストカード
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す。私は日本橋で8年、名古屋の支店長として3年間、
地域の方々から多くのことを学ばせていただきまし
た。その頃の経験があったからこそ、今回の熊本で
も、皆様との信頼関係づくりができたと思っていま
す。このように地域とつながり、地域にひらかれた空
港をつくることが今回のプロジェクトの大事なポイ
ントであり、三井不動産が関わる意味も、そういった
部分にあると考えています。
小川：空港事業には幅広い業務が含まれるので、こ
れまでの三井不動産での様々なキャリアが役立ちま
したね。例えば経営企画の業務には、以前に財務部門
にいたときの経験がそのまま活きましたし、ビルの
開発にあたっては、ららぽーとなどの商業施設を開
発・運営した際のノウハウを応用できたと思います。
特に今回は、単に空港をつくるだけでなく、店舗や交
流空間が充実した新しい空港施設をつくるという取
り組みだったので、過去の商業施設の経験は大いに
役立ちましたね。また自分自身の経験だけでなく、こ
れまで仕事を通じて築いてきた人とのつながりも活
かすことができました。過去に商業施設で一緒に仕
事をした方々と再びコンタクトを取って、サイン計
画や賑わい創出の計画を進めていったんです。
高木：官民連携かつ共同事業という性質上、プロジェ
クトに関わる様々な企業の皆様の多様な価値観をま
とめる部分で、これまでの経験が必要不可欠だった
と感じています。かつて私は商業施設本部でテレビ
局や他のデベロッパーとの共同事業に取り組みまし
たが、企業や業種によって、仕事への取り組み方や、
企業としての価値観が大きく異なるということを学
びました。また、オフィスビルの現場管理をおこなう
部署では、現場でこだわりをもって管理にあたる
方々、外国政府系グローバル投資家など様々な役割
の異なる人たちと関わる中で、それぞれの立場の人
が、それぞれの理想やこだわりを抱いて仕事に取り
組んでいる姿を目の当たりにしました。地元や在京、
国や自治体等、たくさんの企業や公共セクターが関
わる空港事業は、これらの経験の拡大版のようなも
のです。それぞれの会社や立場から生まれる多彩な

役割を担いました。外部とのやりとり、チーム内のコ
ミュニケーションなど、プロジェクト全体に目を配
りながら、事業を前に進めていきました。
熊本国際空港（株）経営企画本部 経営企画・財務部
兼 新ビル整備室課長 小川哲弘（以下、小川）：私は
「経営企画財務部」と「新ビル整備室」という2つの部
門を兼務する形でプロジェクトに関わりました。仕
事内容としては、資金調達をはじめとする経営関連
の実務と、新しいターミナルのハード面の整備、そし
てテナントの誘致に携わりました。
三井不動産（株）ソリューションパートナー本部・事
業開発部 事業開発・事業グループ 高木啓吾（以下、
高木）：私は現在の部署で5年間にわたって熊本空港
プロジェクトに関わってきましたが、そのうち前半
と後半で関わり方が異なりました。配属当時は今回
の民間経営プロジェクトが動き出した時期でしたの
で、地元・在京企業11社と共に、新ターミナルのコン
セプトや、空港の経営計画やビジョンを策定し、国に
提案するという部分から取り組みました。そして、熊
本国際空港株式会社の立ち上げ直後の時期には、新
ターミナルビルの基本設計やゼネコン発注までを担
当しました。いっぽう後半は東京にいながら、三井不
動産全体のリソースを活かし、現地の皆様をサポー
トする業務に携わりました。

─これまで皆様は、空港以外の多様な事業領域で
キャリアを積んでこられたそうですね。過去に他事
業で得た知見は、今回のプロジェクトに活かされま
したか？

新原：今回のプロジェクトでは、街に暮らす方々や
行政の方々といかに連携できるかが重要なポイント
でした。というのも、熊本の方々が今回の空港リ
ニューアルに抱いておられる期待は想像以上に大き
く、これは失敗できないぞ、必ず地域の皆様に愛され
る空港をつくらなければという緊張感が常にあった
んです。そういった想いの中、地域の皆様と良い関係
を築いていく上で、過去の経験が役立ったと思いま

成功体験として共有し、ポジティブな一体感へとつ
なげていきたいですね。

─コロナ禍でプロジェクトを進めることになりま
したが、苦労はありましたか？

小川：感染拡大下で、これまでの熊本空港の何倍も
の数のテナントを誘致すること、これが最も大きな
課題でした。私にはこれまで営業の経験がなく、最初
は誘致そのものに苦労しました。さらに今回のチー
ムでは自分が開発と誘致どちらもやらないといけま
せん。未曾有の社会状況のもと、様々なバックボーン
の人たちと協力しながら取り組む誘致業務は簡単で
はありませんでした。また、多くのテナントさんに
とって、空港への出店は全く新しいチャレンジです。
ただでさえ大変なコロナ禍に、どうすれば一歩踏み
出してもらえるかを考える必要がありました。試行
錯誤の中、功を奏したのは、「熊本の魅力を伝える」と
いう空港の機能をアピールすることです。保安検査
後の搭乗待合スペースが広く、県外や国外の人と熊
本との接点として機能することを説明し、一つひと
つのテナントさんの出店により、熊本の魅力を多く
の人に知ってもらえるチャンスが増えるとアピール
することで、共感してくださるテナントさんが増え
ていきました。熊本のために良い空港を作る」という
志が、支えになってくれたと感じています。

価値観や専門性を、ひとつのビジョンのもとにまと
めていく力が必要でした。投資、オペレーション、地
域との共生など様々な部分について、皆でとことん
話し合って答えを探していきました。そのとき感じ
たのは、お互いに「外の人」だからこそわかる強みや
魅力があるということです。それぞれの良い部分を
活かし、全員が納得できる答えを見つけていく―
対立する概念を「OR」でどちらか選ぶのではなく、相
克を乗り越え「&」で共生させる―まさに当社の
「&」マークの理念そのものと言っていい、共創的な取
り組みができたと思います。

─多様な人材が関わるプロジェクトだからこそ、
やりがいも大きそうですね。

高木：実は、当初は各自が考える「理想の空港像」が
ぶつかることもありました。「新しく空港をつくる」
という一生に一度の機会ですから、ひとりひとり、大
切にしたい思いやこだわりがあるのは当然と思いま
す。しかしビジョン策定の中盤あたりで、先ほど新原
さんもおっしゃった「世界にも、地域にもひらかれた
空港」というキーワードが出てきて、それがターニン
グポイントになりました。そのときから、地元企業の
皆様も、在京企業の皆様も、同じ一つのゴールを目指
せるようになったと感じます。単に利益を追求する
だけでなく、地域に寄り添い、地域の活性化に貢献
し、皆に愛される空港をつくろうという想いが一気
に共有された瞬間でしたね。
新原：それぞれに想いがある中で、ひとつの方向性
を目指していくことは常に重要なこととして捉えて
いました。そしてこれは、今後も継続して取り組んで
いくべき課題です。ターミナルの建設・竣工までは目
標が見えやすいですが、オープン後の運営にあたっ
てどのように共通のゴールを設定していくかが大切
だと考えています。今までは図面上の存在だった新
ターミナルが現実のものとなり、周囲やお客様の評
価が聞こえてくると、関係者一人ひとりがプロジェ
クトの大きさを実感できることと思います。これを

れている伝統的な塗り壁材も使われています。この
肥後漆喰は、貝殻を主原料として作られるものです。
石灰岩を使う一般的な漆喰と違い、本来であれば捨
てられてしまうものを資源として有効活用してい
て、環境保全にもつながる塗り壁材といえます。その
他、三井不動産の「経年優化」の概念のもとで随所に
工夫が施された建物なので、ぜひ現地で見てみてく
ださい。

─地域の方々の反応はいかがでしょうか。

新原：まだ新ターミナルビルオープン前の時期から、
どこに行っても皆様からの期待の声をいただいてい
ました。この前、個人的にクリーニング店に伺ったと
きにも、店員の方が「オープン、もうすぐですね」と笑
顔で声をかけてくださいました。地域の方々が新し
い空港を楽しみにしてくださっているのを肌で感じ
て、嬉しくなりますね。

─新しくなった空港施設のこれからの運営につい
て、展望や意気込みをどうぞ。

高木：ずっと図面でしか見ていなかったものが実際
に出来上がっているのを見て、うるっと来てしまい
ました。現物はパースよりもかっこよく、魅力的な建
物に仕上がっていますよ。例えば、エスカレーターで
1階から3階に上がっていくと、左手の大きなガラス
越しにお店や人々の賑わいが見えてくるんです。エ
スカレーターを上がりながら、熊本の魅力や活気を
目の当たりにして、わくわくする気持ちが高まって
いく構造になっています。このように、空港利用の動
線に沿って楽しめるように工夫したポイントがほか
にもたくさんあるので、随所でそういった仕掛けを
楽しみながら利用していただけたらと思います。ぜ
ひ多くの方に足を運んでいただきたいです。
小川：今回の新ターミナルビルのオープンは「第一
弾」です。これから広場などの交流の場を整備して、
ますます地域に愛される空港を目指していきます。
ららぽーとをはじめとする商業施設で培ったノウハ
ウも活かして、近隣住民やビジターも楽しめるイベ
ントを開催したいですね。
新原：これほど地域にひらかれたことを目指した空
港は、日本中を探してもほかにないと誇りを持って
います。今後もそこにこだわり続けて、三井不動産の
街づくりノウハウを活かしながら、いつまでも唯一
無二の価値を持つ空港として運営していきたいです
ね。

高木：計画当初はコロナのような状況は全く予想し
ていなかったので、やはり大変でしたね。一時期は、
世間的に、「旅行に行く」ということ自体が、ポジティ
ブに捉えられない時期もあったと思います。それで
も、地元の旅行関係者や、航空・空港関係者の皆様と
一緒に、安全安心の確保を大前提として、「やっぱり
旅行っていいよね」と思っていただけるような施策
に取り組んだりしました。逆に、当初はまったく予想
していなかったポジティブなニュースとしては、熊
本では台湾の世界的半導体メーカーのTSMCが空港
のすぐ近くに半導体工場を建設することが決まりま
した。そのため、観光客以外のビジネス需要にはどの
ようなニーズがあるのか、常にアンテナを張りなが
ら柔軟に舵取りをする姿勢が求められました。しか
しその苦労を通じて、固定観念に囚われず、変化し続
けることの大切さを学ぶことができたと思います。

─新しいターミナルビルの建物について、特にこ
だわりのポイントはありますか？

小川：3階の搭乗待合エリアの地元・小国杉の板材を
使った天井です。木造トラスの梁と鉄骨の柱を組み
合わせたハイブリッド構造となっており、注目して
いただきたいポイントです。また、東京オリンピック
のベンチとして使われた熊本産の木材が、また地元
に戻ってきて化粧材として活用されています。それ
から「肥後漆喰」といって、熊本城の漆喰壁にも使わ

今回は、三井不動産での様々な業務経験を携えて阿蘇く
まもと空港のコンセッションプロジェクトに携わり、地域
と密に連携しながら新しい空港づくりを推進してきた三
名の方々にインタビューを実施。これまでのキャリアをど
う活かし、どういったハードルを乗り越えてプロジェクト
を前に進めてきたのか、当社を筆頭株主とする株式会社
である熊本国際空港（株）代表取締役社長の新原昇平、
熊本国際空港（株）経営企画本部 経営企画・財務部 兼 
新ビル整備室課長の小川哲弘、三井不動産（株）ソリュー
ションパートナー本部事業開発部の高木啓吾（当時）※に
聞きました。
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─皆様が今回のプロジェクトで担当された仕事や、チーム内
での役割を教えて下さい。

熊本国際空港（株）代表取締役社長 新原昇平（以下、新原）：私は
熊本国際空港の代表という立場から、事業全般を取りまとめる

左：高木啓吾（三井不動産株式会社 ソリューションパートナー本部事業開発部）　　中：新原昇平（熊本国際空港株式会社 代表取締役社長）
右：小川哲弘（熊本国際空港株式会社 経営企画本部 経営企画・財務部 兼 新ビル整備室）
※熊本国際空港株式会社は三井不動産を筆頭株主とする株式会社

※2023年4月　ソリューションパートナー本部産学連携推進部に異動

開発・運営担当者



In
te

rv
ie

w

Vol.12_07

す。私は日本橋で8年、名古屋の支店長として3年間、
地域の方々から多くのことを学ばせていただきまし
た。その頃の経験があったからこそ、今回の熊本で
も、皆様との信頼関係づくりができたと思っていま
す。このように地域とつながり、地域にひらかれた空
港をつくることが今回のプロジェクトの大事なポイ
ントであり、三井不動産が関わる意味も、そういった
部分にあると考えています。
小川：空港事業には幅広い業務が含まれるので、こ
れまでの三井不動産での様々なキャリアが役立ちま
したね。例えば経営企画の業務には、以前に財務部門
にいたときの経験がそのまま活きましたし、ビルの
開発にあたっては、ららぽーとなどの商業施設を開
発・運営した際のノウハウを応用できたと思います。
特に今回は、単に空港をつくるだけでなく、店舗や交
流空間が充実した新しい空港施設をつくるという取
り組みだったので、過去の商業施設の経験は大いに
役立ちましたね。また自分自身の経験だけでなく、こ
れまで仕事を通じて築いてきた人とのつながりも活
かすことができました。過去に商業施設で一緒に仕
事をした方々と再びコンタクトを取って、サイン計
画や賑わい創出の計画を進めていったんです。
高木：官民連携かつ共同事業という性質上、プロジェ
クトに関わる様々な企業の皆様の多様な価値観をま
とめる部分で、これまでの経験が必要不可欠だった
と感じています。かつて私は商業施設本部でテレビ
局や他のデベロッパーとの共同事業に取り組みまし
たが、企業や業種によって、仕事への取り組み方や、
企業としての価値観が大きく異なるということを学
びました。また、オフィスビルの現場管理をおこなう
部署では、現場でこだわりをもって管理にあたる
方々、外国政府系グローバル投資家など様々な役割
の異なる人たちと関わる中で、それぞれの立場の人
が、それぞれの理想やこだわりを抱いて仕事に取り
組んでいる姿を目の当たりにしました。地元や在京、
国や自治体等、たくさんの企業や公共セクターが関
わる空港事業は、これらの経験の拡大版のようなも
のです。それぞれの会社や立場から生まれる多彩な

役割を担いました。外部とのやりとり、チーム内のコ
ミュニケーションなど、プロジェクト全体に目を配
りながら、事業を前に進めていきました。
熊本国際空港（株）経営企画本部 経営企画・財務部
兼 新ビル整備室課長 小川哲弘（以下、小川）：私は
「経営企画財務部」と「新ビル整備室」という2つの部
門を兼務する形でプロジェクトに関わりました。仕
事内容としては、資金調達をはじめとする経営関連
の実務と、新しいターミナルのハード面の整備、そし
てテナントの誘致に携わりました。
三井不動産（株）ソリューションパートナー本部・事
業開発部 事業開発・事業グループ 高木啓吾（以下、
高木）：私は現在の部署で5年間にわたって熊本空港
プロジェクトに関わってきましたが、そのうち前半
と後半で関わり方が異なりました。配属当時は今回
の民間経営プロジェクトが動き出した時期でしたの
で、地元・在京企業11社と共に、新ターミナルのコン
セプトや、空港の経営計画やビジョンを策定し、国に
提案するという部分から取り組みました。そして、熊
本国際空港株式会社の立ち上げ直後の時期には、新
ターミナルビルの基本設計やゼネコン発注までを担
当しました。いっぽう後半は東京にいながら、三井不
動産全体のリソースを活かし、現地の皆様をサポー
トする業務に携わりました。

─これまで皆様は、空港以外の多様な事業領域で
キャリアを積んでこられたそうですね。過去に他事
業で得た知見は、今回のプロジェクトに活かされま
したか？

新原：今回のプロジェクトでは、街に暮らす方々や
行政の方々といかに連携できるかが重要なポイント
でした。というのも、熊本の方々が今回の空港リ
ニューアルに抱いておられる期待は想像以上に大き
く、これは失敗できないぞ、必ず地域の皆様に愛され
る空港をつくらなければという緊張感が常にあった
んです。そういった想いの中、地域の皆様と良い関係
を築いていく上で、過去の経験が役立ったと思いま

成功体験として共有し、ポジティブな一体感へとつ
なげていきたいですね。

─コロナ禍でプロジェクトを進めることになりま
したが、苦労はありましたか？

小川：感染拡大下で、これまでの熊本空港の何倍も
の数のテナントを誘致すること、これが最も大きな
課題でした。私にはこれまで営業の経験がなく、最初
は誘致そのものに苦労しました。さらに今回のチー
ムでは自分が開発と誘致どちらもやらないといけま
せん。未曾有の社会状況のもと、様々なバックボーン
の人たちと協力しながら取り組む誘致業務は簡単で
はありませんでした。また、多くのテナントさんに
とって、空港への出店は全く新しいチャレンジです。
ただでさえ大変なコロナ禍に、どうすれば一歩踏み
出してもらえるかを考える必要がありました。試行
錯誤の中、功を奏したのは、「熊本の魅力を伝える」と
いう空港の機能をアピールすることです。保安検査
後の搭乗待合スペースが広く、県外や国外の人と熊
本との接点として機能することを説明し、一つひと
つのテナントさんの出店により、熊本の魅力を多く
の人に知ってもらえるチャンスが増えるとアピール
することで、共感してくださるテナントさんが増え
ていきました。熊本のために良い空港を作る」という
志が、支えになってくれたと感じています。

価値観や専門性を、ひとつのビジョンのもとにまと
めていく力が必要でした。投資、オペレーション、地
域との共生など様々な部分について、皆でとことん
話し合って答えを探していきました。そのとき感じ
たのは、お互いに「外の人」だからこそわかる強みや
魅力があるということです。それぞれの良い部分を
活かし、全員が納得できる答えを見つけていく―
対立する概念を「OR」でどちらか選ぶのではなく、相
克を乗り越え「&」で共生させる―まさに当社の
「&」マークの理念そのものと言っていい、共創的な取
り組みができたと思います。

─多様な人材が関わるプロジェクトだからこそ、
やりがいも大きそうですね。

高木：実は、当初は各自が考える「理想の空港像」が
ぶつかることもありました。「新しく空港をつくる」
という一生に一度の機会ですから、ひとりひとり、大
切にしたい思いやこだわりがあるのは当然と思いま
す。しかしビジョン策定の中盤あたりで、先ほど新原
さんもおっしゃった「世界にも、地域にもひらかれた
空港」というキーワードが出てきて、それがターニン
グポイントになりました。そのときから、地元企業の
皆様も、在京企業の皆様も、同じ一つのゴールを目指
せるようになったと感じます。単に利益を追求する
だけでなく、地域に寄り添い、地域の活性化に貢献
し、皆に愛される空港をつくろうという想いが一気
に共有された瞬間でしたね。
新原：それぞれに想いがある中で、ひとつの方向性
を目指していくことは常に重要なこととして捉えて
いました。そしてこれは、今後も継続して取り組んで
いくべき課題です。ターミナルの建設・竣工までは目
標が見えやすいですが、オープン後の運営にあたっ
てどのように共通のゴールを設定していくかが大切
だと考えています。今までは図面上の存在だった新
ターミナルが現実のものとなり、周囲やお客様の評
価が聞こえてくると、関係者一人ひとりがプロジェ
クトの大きさを実感できることと思います。これを

れている伝統的な塗り壁材も使われています。この
肥後漆喰は、貝殻を主原料として作られるものです。
石灰岩を使う一般的な漆喰と違い、本来であれば捨
てられてしまうものを資源として有効活用してい
て、環境保全にもつながる塗り壁材といえます。その
他、三井不動産の「経年優化」の概念のもとで随所に
工夫が施された建物なので、ぜひ現地で見てみてく
ださい。

─地域の方々の反応はいかがでしょうか。

新原：まだ新ターミナルビルオープン前の時期から、
どこに行っても皆様からの期待の声をいただいてい
ました。この前、個人的にクリーニング店に伺ったと
きにも、店員の方が「オープン、もうすぐですね」と笑
顔で声をかけてくださいました。地域の方々が新し
い空港を楽しみにしてくださっているのを肌で感じ
て、嬉しくなりますね。

─新しくなった空港施設のこれからの運営につい
て、展望や意気込みをどうぞ。

高木：ずっと図面でしか見ていなかったものが実際
に出来上がっているのを見て、うるっと来てしまい
ました。現物はパースよりもかっこよく、魅力的な建
物に仕上がっていますよ。例えば、エスカレーターで
1階から3階に上がっていくと、左手の大きなガラス
越しにお店や人々の賑わいが見えてくるんです。エ
スカレーターを上がりながら、熊本の魅力や活気を
目の当たりにして、わくわくする気持ちが高まって
いく構造になっています。このように、空港利用の動
線に沿って楽しめるように工夫したポイントがほか
にもたくさんあるので、随所でそういった仕掛けを
楽しみながら利用していただけたらと思います。ぜ
ひ多くの方に足を運んでいただきたいです。
小川：今回の新ターミナルビルのオープンは「第一
弾」です。これから広場などの交流の場を整備して、
ますます地域に愛される空港を目指していきます。
ららぽーとをはじめとする商業施設で培ったノウハ
ウも活かして、近隣住民やビジターも楽しめるイベ
ントを開催したいですね。
新原：これほど地域にひらかれたことを目指した空
港は、日本中を探してもほかにないと誇りを持って
います。今後もそこにこだわり続けて、三井不動産の
街づくりノウハウを活かしながら、いつまでも唯一
無二の価値を持つ空港として運営していきたいです
ね。

高木：計画当初はコロナのような状況は全く予想し
ていなかったので、やはり大変でしたね。一時期は、
世間的に、「旅行に行く」ということ自体が、ポジティ
ブに捉えられない時期もあったと思います。それで
も、地元の旅行関係者や、航空・空港関係者の皆様と
一緒に、安全安心の確保を大前提として、「やっぱり
旅行っていいよね」と思っていただけるような施策
に取り組んだりしました。逆に、当初はまったく予想
していなかったポジティブなニュースとしては、熊
本では台湾の世界的半導体メーカーのTSMCが空港
のすぐ近くに半導体工場を建設することが決まりま
した。そのため、観光客以外のビジネス需要にはどの
ようなニーズがあるのか、常にアンテナを張りなが
ら柔軟に舵取りをする姿勢が求められました。しか
しその苦労を通じて、固定観念に囚われず、変化し続
けることの大切さを学ぶことができたと思います。

─新しいターミナルビルの建物について、特にこ
だわりのポイントはありますか？

小川：3階の搭乗待合エリアの地元・小国杉の板材を
使った天井です。木造トラスの梁と鉄骨の柱を組み
合わせたハイブリッド構造となっており、注目して
いただきたいポイントです。また、東京オリンピック
のベンチとして使われた熊本産の木材が、また地元
に戻ってきて化粧材として活用されています。それ
から「肥後漆喰」といって、熊本城の漆喰壁にも使わ

─皆様が今回のプロジェクトで担当された仕事や、チーム内
での役割を教えて下さい。

熊本国際空港（株）代表取締役社長 新原昇平（以下、新原）：私は
熊本国際空港の代表という立場から、事業全般を取りまとめる
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す。私は日本橋で8年、名古屋の支店長として3年間、
地域の方々から多くのことを学ばせていただきまし
た。その頃の経験があったからこそ、今回の熊本で
も、皆様との信頼関係づくりができたと思っていま
す。このように地域とつながり、地域にひらかれた空
港をつくることが今回のプロジェクトの大事なポイ
ントであり、三井不動産が関わる意味も、そういった
部分にあると考えています。
小川：空港事業には幅広い業務が含まれるので、こ
れまでの三井不動産での様々なキャリアが役立ちま
したね。例えば経営企画の業務には、以前に財務部門
にいたときの経験がそのまま活きましたし、ビルの
開発にあたっては、ららぽーとなどの商業施設を開
発・運営した際のノウハウを応用できたと思います。
特に今回は、単に空港をつくるだけでなく、店舗や交
流空間が充実した新しい空港施設をつくるという取
り組みだったので、過去の商業施設の経験は大いに
役立ちましたね。また自分自身の経験だけでなく、こ
れまで仕事を通じて築いてきた人とのつながりも活
かすことができました。過去に商業施設で一緒に仕
事をした方々と再びコンタクトを取って、サイン計
画や賑わい創出の計画を進めていったんです。
高木：官民連携かつ共同事業という性質上、プロジェ
クトに関わる様々な企業の皆様の多様な価値観をま
とめる部分で、これまでの経験が必要不可欠だった
と感じています。かつて私は商業施設本部でテレビ
局や他のデベロッパーとの共同事業に取り組みまし
たが、企業や業種によって、仕事への取り組み方や、
企業としての価値観が大きく異なるということを学
びました。また、オフィスビルの現場管理をおこなう
部署では、現場でこだわりをもって管理にあたる
方々、外国政府系グローバル投資家など様々な役割
の異なる人たちと関わる中で、それぞれの立場の人
が、それぞれの理想やこだわりを抱いて仕事に取り
組んでいる姿を目の当たりにしました。地元や在京、
国や自治体等、たくさんの企業や公共セクターが関
わる空港事業は、これらの経験の拡大版のようなも
のです。それぞれの会社や立場から生まれる多彩な

役割を担いました。外部とのやりとり、チーム内のコ
ミュニケーションなど、プロジェクト全体に目を配
りながら、事業を前に進めていきました。
熊本国際空港（株）経営企画本部 経営企画・財務部
兼 新ビル整備室課長 小川哲弘（以下、小川）：私は
「経営企画財務部」と「新ビル整備室」という2つの部
門を兼務する形でプロジェクトに関わりました。仕
事内容としては、資金調達をはじめとする経営関連
の実務と、新しいターミナルのハード面の整備、そし
てテナントの誘致に携わりました。
三井不動産（株）ソリューションパートナー本部・事
業開発部 事業開発・事業グループ 高木啓吾（以下、
高木）：私は現在の部署で5年間にわたって熊本空港
プロジェクトに関わってきましたが、そのうち前半
と後半で関わり方が異なりました。配属当時は今回
の民間経営プロジェクトが動き出した時期でしたの
で、地元・在京企業11社と共に、新ターミナルのコン
セプトや、空港の経営計画やビジョンを策定し、国に
提案するという部分から取り組みました。そして、熊
本国際空港株式会社の立ち上げ直後の時期には、新
ターミナルビルの基本設計やゼネコン発注までを担
当しました。いっぽう後半は東京にいながら、三井不
動産全体のリソースを活かし、現地の皆様をサポー
トする業務に携わりました。

─これまで皆様は、空港以外の多様な事業領域で
キャリアを積んでこられたそうですね。過去に他事
業で得た知見は、今回のプロジェクトに活かされま
したか？

新原：今回のプロジェクトでは、街に暮らす方々や
行政の方々といかに連携できるかが重要なポイント
でした。というのも、熊本の方々が今回の空港リ
ニューアルに抱いておられる期待は想像以上に大き
く、これは失敗できないぞ、必ず地域の皆様に愛され
る空港をつくらなければという緊張感が常にあった
んです。そういった想いの中、地域の皆様と良い関係
を築いていく上で、過去の経験が役立ったと思いま

成功体験として共有し、ポジティブな一体感へとつ
なげていきたいですね。

─コロナ禍でプロジェクトを進めることになりま
したが、苦労はありましたか？

小川：感染拡大下で、これまでの熊本空港の何倍も
の数のテナントを誘致すること、これが最も大きな
課題でした。私にはこれまで営業の経験がなく、最初
は誘致そのものに苦労しました。さらに今回のチー
ムでは自分が開発と誘致どちらもやらないといけま
せん。未曾有の社会状況のもと、様々なバックボーン
の人たちと協力しながら取り組む誘致業務は簡単で
はありませんでした。また、多くのテナントさんに
とって、空港への出店は全く新しいチャレンジです。
ただでさえ大変なコロナ禍に、どうすれば一歩踏み
出してもらえるかを考える必要がありました。試行
錯誤の中、功を奏したのは、「熊本の魅力を伝える」と
いう空港の機能をアピールすることです。保安検査
後の搭乗待合スペースが広く、県外や国外の人と熊
本との接点として機能することを説明し、一つひと
つのテナントさんの出店により、熊本の魅力を多く
の人に知ってもらえるチャンスが増えるとアピール
することで、共感してくださるテナントさんが増え
ていきました。熊本のために良い空港を作る」という
志が、支えになってくれたと感じています。

価値観や専門性を、ひとつのビジョンのもとにまと
めていく力が必要でした。投資、オペレーション、地
域との共生など様々な部分について、皆でとことん
話し合って答えを探していきました。そのとき感じ
たのは、お互いに「外の人」だからこそわかる強みや
魅力があるということです。それぞれの良い部分を
活かし、全員が納得できる答えを見つけていく―
対立する概念を「OR」でどちらか選ぶのではなく、相
克を乗り越え「&」で共生させる―まさに当社の
「&」マークの理念そのものと言っていい、共創的な取
り組みができたと思います。

─多様な人材が関わるプロジェクトだからこそ、
やりがいも大きそうですね。

高木：実は、当初は各自が考える「理想の空港像」が
ぶつかることもありました。「新しく空港をつくる」
という一生に一度の機会ですから、ひとりひとり、大
切にしたい思いやこだわりがあるのは当然と思いま
す。しかしビジョン策定の中盤あたりで、先ほど新原
さんもおっしゃった「世界にも、地域にもひらかれた
空港」というキーワードが出てきて、それがターニン
グポイントになりました。そのときから、地元企業の
皆様も、在京企業の皆様も、同じ一つのゴールを目指
せるようになったと感じます。単に利益を追求する
だけでなく、地域に寄り添い、地域の活性化に貢献
し、皆に愛される空港をつくろうという想いが一気
に共有された瞬間でしたね。
新原：それぞれに想いがある中で、ひとつの方向性
を目指していくことは常に重要なこととして捉えて
いました。そしてこれは、今後も継続して取り組んで
いくべき課題です。ターミナルの建設・竣工までは目
標が見えやすいですが、オープン後の運営にあたっ
てどのように共通のゴールを設定していくかが大切
だと考えています。今までは図面上の存在だった新
ターミナルが現実のものとなり、周囲やお客様の評
価が聞こえてくると、関係者一人ひとりがプロジェ
クトの大きさを実感できることと思います。これを

れている伝統的な塗り壁材も使われています。この
肥後漆喰は、貝殻を主原料として作られるものです。
石灰岩を使う一般的な漆喰と違い、本来であれば捨
てられてしまうものを資源として有効活用してい
て、環境保全にもつながる塗り壁材といえます。その
他、三井不動産の「経年優化」の概念のもとで随所に
工夫が施された建物なので、ぜひ現地で見てみてく
ださい。

─地域の方々の反応はいかがでしょうか。

新原：まだ新ターミナルビルオープン前の時期から、
どこに行っても皆様からの期待の声をいただいてい
ました。この前、個人的にクリーニング店に伺ったと
きにも、店員の方が「オープン、もうすぐですね」と笑
顔で声をかけてくださいました。地域の方々が新し
い空港を楽しみにしてくださっているのを肌で感じ
て、嬉しくなりますね。

─新しくなった空港施設のこれからの運営につい
て、展望や意気込みをどうぞ。

高木：ずっと図面でしか見ていなかったものが実際
に出来上がっているのを見て、うるっと来てしまい
ました。現物はパースよりもかっこよく、魅力的な建
物に仕上がっていますよ。例えば、エスカレーターで
1階から3階に上がっていくと、左手の大きなガラス
越しにお店や人々の賑わいが見えてくるんです。エ
スカレーターを上がりながら、熊本の魅力や活気を
目の当たりにして、わくわくする気持ちが高まって
いく構造になっています。このように、空港利用の動
線に沿って楽しめるように工夫したポイントがほか
にもたくさんあるので、随所でそういった仕掛けを
楽しみながら利用していただけたらと思います。ぜ
ひ多くの方に足を運んでいただきたいです。
小川：今回の新ターミナルビルのオープンは「第一
弾」です。これから広場などの交流の場を整備して、
ますます地域に愛される空港を目指していきます。
ららぽーとをはじめとする商業施設で培ったノウハ
ウも活かして、近隣住民やビジターも楽しめるイベ
ントを開催したいですね。
新原：これほど地域にひらかれたことを目指した空
港は、日本中を探してもほかにないと誇りを持って
います。今後もそこにこだわり続けて、三井不動産の
街づくりノウハウを活かしながら、いつまでも唯一
無二の価値を持つ空港として運営していきたいです
ね。

高木：計画当初はコロナのような状況は全く予想し
ていなかったので、やはり大変でしたね。一時期は、
世間的に、「旅行に行く」ということ自体が、ポジティ
ブに捉えられない時期もあったと思います。それで
も、地元の旅行関係者や、航空・空港関係者の皆様と
一緒に、安全安心の確保を大前提として、「やっぱり
旅行っていいよね」と思っていただけるような施策
に取り組んだりしました。逆に、当初はまったく予想
していなかったポジティブなニュースとしては、熊
本では台湾の世界的半導体メーカーのTSMCが空港
のすぐ近くに半導体工場を建設することが決まりま
した。そのため、観光客以外のビジネス需要にはどの
ようなニーズがあるのか、常にアンテナを張りなが
ら柔軟に舵取りをする姿勢が求められました。しか
しその苦労を通じて、固定観念に囚われず、変化し続
けることの大切さを学ぶことができたと思います。

─新しいターミナルビルの建物について、特にこ
だわりのポイントはありますか？

小川：3階の搭乗待合エリアの地元・小国杉の板材を
使った天井です。木造トラスの梁と鉄骨の柱を組み
合わせたハイブリッド構造となっており、注目して
いただきたいポイントです。また、東京オリンピック
のベンチとして使われた熊本産の木材が、また地元
に戻ってきて化粧材として活用されています。それ
から「肥後漆喰」といって、熊本城の漆喰壁にも使わ

─皆様が今回のプロジェクトで担当された仕事や、チーム内
での役割を教えて下さい。

熊本国際空港（株）代表取締役社長 新原昇平（以下、新原）：私は
熊本国際空港の代表という立場から、事業全般を取りまとめる
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す。私は日本橋で8年、名古屋の支店長として3年間、
地域の方々から多くのことを学ばせていただきまし
た。その頃の経験があったからこそ、今回の熊本で
も、皆様との信頼関係づくりができたと思っていま
す。このように地域とつながり、地域にひらかれた空
港をつくることが今回のプロジェクトの大事なポイ
ントであり、三井不動産が関わる意味も、そういった
部分にあると考えています。
小川：空港事業には幅広い業務が含まれるので、こ
れまでの三井不動産での様々なキャリアが役立ちま
したね。例えば経営企画の業務には、以前に財務部門
にいたときの経験がそのまま活きましたし、ビルの
開発にあたっては、ららぽーとなどの商業施設を開
発・運営した際のノウハウを応用できたと思います。
特に今回は、単に空港をつくるだけでなく、店舗や交
流空間が充実した新しい空港施設をつくるという取
り組みだったので、過去の商業施設の経験は大いに
役立ちましたね。また自分自身の経験だけでなく、こ
れまで仕事を通じて築いてきた人とのつながりも活
かすことができました。過去に商業施設で一緒に仕
事をした方々と再びコンタクトを取って、サイン計
画や賑わい創出の計画を進めていったんです。
高木：官民連携かつ共同事業という性質上、プロジェ
クトに関わる様々な企業の皆様の多様な価値観をま
とめる部分で、これまでの経験が必要不可欠だった
と感じています。かつて私は商業施設本部でテレビ
局や他のデベロッパーとの共同事業に取り組みまし
たが、企業や業種によって、仕事への取り組み方や、
企業としての価値観が大きく異なるということを学
びました。また、オフィスビルの現場管理をおこなう
部署では、現場でこだわりをもって管理にあたる
方々、外国政府系グローバル投資家など様々な役割
の異なる人たちと関わる中で、それぞれの立場の人
が、それぞれの理想やこだわりを抱いて仕事に取り
組んでいる姿を目の当たりにしました。地元や在京、
国や自治体等、たくさんの企業や公共セクターが関
わる空港事業は、これらの経験の拡大版のようなも
のです。それぞれの会社や立場から生まれる多彩な

役割を担いました。外部とのやりとり、チーム内のコ
ミュニケーションなど、プロジェクト全体に目を配
りながら、事業を前に進めていきました。
熊本国際空港（株）経営企画本部 経営企画・財務部
兼 新ビル整備室課長 小川哲弘（以下、小川）：私は
「経営企画財務部」と「新ビル整備室」という2つの部
門を兼務する形でプロジェクトに関わりました。仕
事内容としては、資金調達をはじめとする経営関連
の実務と、新しいターミナルのハード面の整備、そし
てテナントの誘致に携わりました。
三井不動産（株）ソリューションパートナー本部・事
業開発部 事業開発・事業グループ 高木啓吾（以下、
高木）：私は現在の部署で5年間にわたって熊本空港
プロジェクトに関わってきましたが、そのうち前半
と後半で関わり方が異なりました。配属当時は今回
の民間経営プロジェクトが動き出した時期でしたの
で、地元・在京企業11社と共に、新ターミナルのコン
セプトや、空港の経営計画やビジョンを策定し、国に
提案するという部分から取り組みました。そして、熊
本国際空港株式会社の立ち上げ直後の時期には、新
ターミナルビルの基本設計やゼネコン発注までを担
当しました。いっぽう後半は東京にいながら、三井不
動産全体のリソースを活かし、現地の皆様をサポー
トする業務に携わりました。

─これまで皆様は、空港以外の多様な事業領域で
キャリアを積んでこられたそうですね。過去に他事
業で得た知見は、今回のプロジェクトに活かされま
したか？

新原：今回のプロジェクトでは、街に暮らす方々や
行政の方々といかに連携できるかが重要なポイント
でした。というのも、熊本の方々が今回の空港リ
ニューアルに抱いておられる期待は想像以上に大き
く、これは失敗できないぞ、必ず地域の皆様に愛され
る空港をつくらなければという緊張感が常にあった
んです。そういった想いの中、地域の皆様と良い関係
を築いていく上で、過去の経験が役立ったと思いま

成功体験として共有し、ポジティブな一体感へとつ
なげていきたいですね。

─コロナ禍でプロジェクトを進めることになりま
したが、苦労はありましたか？

小川：感染拡大下で、これまでの熊本空港の何倍も
の数のテナントを誘致すること、これが最も大きな
課題でした。私にはこれまで営業の経験がなく、最初
は誘致そのものに苦労しました。さらに今回のチー
ムでは自分が開発と誘致どちらもやらないといけま
せん。未曾有の社会状況のもと、様々なバックボーン
の人たちと協力しながら取り組む誘致業務は簡単で
はありませんでした。また、多くのテナントさんに
とって、空港への出店は全く新しいチャレンジです。
ただでさえ大変なコロナ禍に、どうすれば一歩踏み
出してもらえるかを考える必要がありました。試行
錯誤の中、功を奏したのは、「熊本の魅力を伝える」と
いう空港の機能をアピールすることです。保安検査
後の搭乗待合スペースが広く、県外や国外の人と熊
本との接点として機能することを説明し、一つひと
つのテナントさんの出店により、熊本の魅力を多く
の人に知ってもらえるチャンスが増えるとアピール
することで、共感してくださるテナントさんが増え
ていきました。熊本のために良い空港を作る」という
志が、支えになってくれたと感じています。

価値観や専門性を、ひとつのビジョンのもとにまと
めていく力が必要でした。投資、オペレーション、地
域との共生など様々な部分について、皆でとことん
話し合って答えを探していきました。そのとき感じ
たのは、お互いに「外の人」だからこそわかる強みや
魅力があるということです。それぞれの良い部分を
活かし、全員が納得できる答えを見つけていく―
対立する概念を「OR」でどちらか選ぶのではなく、相
克を乗り越え「&」で共生させる―まさに当社の
「&」マークの理念そのものと言っていい、共創的な取
り組みができたと思います。

─多様な人材が関わるプロジェクトだからこそ、
やりがいも大きそうですね。

高木：実は、当初は各自が考える「理想の空港像」が
ぶつかることもありました。「新しく空港をつくる」
という一生に一度の機会ですから、ひとりひとり、大
切にしたい思いやこだわりがあるのは当然と思いま
す。しかしビジョン策定の中盤あたりで、先ほど新原
さんもおっしゃった「世界にも、地域にもひらかれた
空港」というキーワードが出てきて、それがターニン
グポイントになりました。そのときから、地元企業の
皆様も、在京企業の皆様も、同じ一つのゴールを目指
せるようになったと感じます。単に利益を追求する
だけでなく、地域に寄り添い、地域の活性化に貢献
し、皆に愛される空港をつくろうという想いが一気
に共有された瞬間でしたね。
新原：それぞれに想いがある中で、ひとつの方向性
を目指していくことは常に重要なこととして捉えて
いました。そしてこれは、今後も継続して取り組んで
いくべき課題です。ターミナルの建設・竣工までは目
標が見えやすいですが、オープン後の運営にあたっ
てどのように共通のゴールを設定していくかが大切
だと考えています。今までは図面上の存在だった新
ターミナルが現実のものとなり、周囲やお客様の評
価が聞こえてくると、関係者一人ひとりがプロジェ
クトの大きさを実感できることと思います。これを

れている伝統的な塗り壁材も使われています。この
肥後漆喰は、貝殻を主原料として作られるものです。
石灰岩を使う一般的な漆喰と違い、本来であれば捨
てられてしまうものを資源として有効活用してい
て、環境保全にもつながる塗り壁材といえます。その
他、三井不動産の「経年優化」の概念のもとで随所に
工夫が施された建物なので、ぜひ現地で見てみてく
ださい。

─地域の方々の反応はいかがでしょうか。

新原：まだ新ターミナルビルオープン前の時期から、
どこに行っても皆様からの期待の声をいただいてい
ました。この前、個人的にクリーニング店に伺ったと
きにも、店員の方が「オープン、もうすぐですね」と笑
顔で声をかけてくださいました。地域の方々が新し
い空港を楽しみにしてくださっているのを肌で感じ
て、嬉しくなりますね。

─新しくなった空港施設のこれからの運営につい
て、展望や意気込みをどうぞ。

高木：ずっと図面でしか見ていなかったものが実際
に出来上がっているのを見て、うるっと来てしまい
ました。現物はパースよりもかっこよく、魅力的な建
物に仕上がっていますよ。例えば、エスカレーターで
1階から3階に上がっていくと、左手の大きなガラス
越しにお店や人々の賑わいが見えてくるんです。エ
スカレーターを上がりながら、熊本の魅力や活気を
目の当たりにして、わくわくする気持ちが高まって
いく構造になっています。このように、空港利用の動
線に沿って楽しめるように工夫したポイントがほか
にもたくさんあるので、随所でそういった仕掛けを
楽しみながら利用していただけたらと思います。ぜ
ひ多くの方に足を運んでいただきたいです。
小川：今回の新ターミナルビルのオープンは「第一
弾」です。これから広場などの交流の場を整備して、
ますます地域に愛される空港を目指していきます。
ららぽーとをはじめとする商業施設で培ったノウハ
ウも活かして、近隣住民やビジターも楽しめるイベ
ントを開催したいですね。
新原：これほど地域にひらかれたことを目指した空
港は、日本中を探してもほかにないと誇りを持って
います。今後もそこにこだわり続けて、三井不動産の
街づくりノウハウを活かしながら、いつまでも唯一
無二の価値を持つ空港として運営していきたいです
ね。

高木：計画当初はコロナのような状況は全く予想し
ていなかったので、やはり大変でしたね。一時期は、
世間的に、「旅行に行く」ということ自体が、ポジティ
ブに捉えられない時期もあったと思います。それで
も、地元の旅行関係者や、航空・空港関係者の皆様と
一緒に、安全安心の確保を大前提として、「やっぱり
旅行っていいよね」と思っていただけるような施策
に取り組んだりしました。逆に、当初はまったく予想
していなかったポジティブなニュースとしては、熊
本では台湾の世界的半導体メーカーのTSMCが空港
のすぐ近くに半導体工場を建設することが決まりま
した。そのため、観光客以外のビジネス需要にはどの
ようなニーズがあるのか、常にアンテナを張りなが
ら柔軟に舵取りをする姿勢が求められました。しか
しその苦労を通じて、固定観念に囚われず、変化し続
けることの大切さを学ぶことができたと思います。

─新しいターミナルビルの建物について、特にこ
だわりのポイントはありますか？

小川：3階の搭乗待合エリアの地元・小国杉の板材を
使った天井です。木造トラスの梁と鉄骨の柱を組み
合わせたハイブリッド構造となっており、注目して
いただきたいポイントです。また、東京オリンピック
のベンチとして使われた熊本産の木材が、また地元
に戻ってきて化粧材として活用されています。それ
から「肥後漆喰」といって、熊本城の漆喰壁にも使わ

─皆様が今回のプロジェクトで担当された仕事や、チーム内
での役割を教えて下さい。

熊本国際空港（株）代表取締役社長 新原昇平（以下、新原）：私は
熊本国際空港の代表という立場から、事業全般を取りまとめる
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三井不動産グループのSDGsへの貢献について
三井不動産グループは、「共生・共存」「多様な価値観の連繋」「持続可能な社会の実現」の理念のもと、人と地球がともに豊かになる社会を
目指し、環境（E）・社会（S）・ガバナンス（G）を意識した事業推進、すなわちESG経営を推進しております。さらに「重点的に取り組む6つの
目標」に取り組むことで「Society 5.0」の実現や、「SDGs」の達成に大きく貢献できるものと考えています。
https://www.mitsuifudosan.co.jp/esg_csr/

重点的に取り組む6つの目標

1. 街づくりを通した超スマート社会の実現
2. 多様な人材が活躍できる社会の実現
3. 健やか・安全・安心なくらしの実現
4. オープンイノベーションによる新産業の創造
5. 環境負荷の低減とエネルギーの創出
6. コンプライアンス・ガバナンスの継続的な向上

PPAモデルでの発電設備導入
三井不動産では、空港の運営事業においても脱炭素化に向けた積極的な取り組みを進め
ています。その一つが、阿蘇くまもと空港での太陽光発電設備導入です。新旅客ターミナ
ルビルの竣工を機に、駐車場に容量1.1MWのカーポート型太陽光パネルを設置し、年間
発電量1,300MWhを供給する計画です。2023年11月の運用開始以降、阿蘇くまもと
空港のCO2排出量が約10％削減される見込みです。
なお、阿蘇くまもと空港への太陽光発電設備導入は「PPAモデル」によるものです。PPAモ
デルとは、第三者が電力需要家の敷地に太陽光発電システムを設置し、発電した電力を
需要家に供給する方法で、太陽光発電のモデルの新定番として注目されています。

国内空港最大級の発電容量を持つ太陽光発電設備を設置
阿蘇くまもと空港と同じく、広島空港でも2023年11月から太陽光発電設備の運用が始
まる予定です。広島空港には、容量2.6MWと国内空港最大級の発電容量を持つカー
ポート型太陽光パネルが設置され、年間発電量2,700MWhがターミナルビルに供給さ
れます。この取り組みによって、広島空港の年間CO2排出量を約19%削減する計画です。
太陽光発電設備の導入は、空港運営の脱炭素化につながるだけでなく、災害時における
旅客ターミナルビルへの電力供給、停電時における自立運転用（非常用）コンセントでの
外部への電力供給を可能にし、レジリエンス強化にも貢献します。
三井不動産では今後も、再生可能エネルギーやEV車両、省エネ機器など、エネルギー問
題の解決に資する設備や技術の導入を推進し、持続可能な社会の実現に貢献してまいり
ます。

阿蘇くまもと空港

広島空港

カーポート型太陽光パネル（イメージ）




